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学
校
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学
校
法
人
片
柳
学
園
は
、「
東

京
工
科
大
学
」
と
専
門
学
校
「
日

本
工
学
院
」
を
、
東
京
・
蒲
田
と

八
王
子
、
北
海
道
・
登
別
で
運
営

し
、
工
学
系
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
、

デ
ザ
イ
ン
・
音
楽
な
ど
の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
分
野
ま
で
幅
広
い
人
材

を
輩
出
し
て
い
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
蒲
田
の
日
本
工
学
院
専

門
学
校・情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
に「
ホ

テ
ル
コ
ー
ス
」
を
新
設
予
定
。
同

学
園
の
強
み
で
あ
る
IT
教
育
を
含

め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
新
時
代

の
ホ
テ
リ
エ
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　
８
月
６
日
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
片
柳
記
念
ホ
ー
ル
で
、
全
国
の

高
校
教
職
員
を
中
心
と
す
る
約

1
8
0
名
を
対
象
に
、「
夏
の
特

別
公
開
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
今
後
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
の
変
化
と
求

め
る
人
材
像
」。
進
学
や
就
職
に

臨
む
学
生
た
ち
に
日
々
指
導
を
行

う
教
職
員
に
、
観
光
・
宿
泊
業
の

現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
冒

頭
で
は
、
モ
デ
レ
ー
タ
の
立
教
大

学
・
玉
井
和
博
氏
が
、「
現
在
の

宿
泊
産
業
で
は
、『
投
資
家
・
オ

ー
ナ
ー（
金
融
事
業
者
な
ど
）』『
ア

産
学
官
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

宿
泊
産
業
の
課
題
を
語
る

パネルディスカッション
「今後のホテル・旅館業界の変化と求める人材像」
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モデレータである立教大学観光研究所特任
研究員の玉井和博氏。

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
不
動
産

運
用
事
業
者
）』『
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

（
ホ
テ
ル
・
旅
館
運
営
者
）』
と
い

う
、
３
者
の
事
業
分
担
が
進
ん
で

い
る
」
と
説
明
。
こ
の
現
状
を
知

ら
な
い
と
、
今
後
ホ
テ
ル
業
界
に

就
職
す
る
学
生
も
、
就
職
し
て
か

ら
戸
惑
う
こ
と
に
な
る
と
解
説
。

運
営
現
場
で
は
「
人
材
教
育
の
２

面
性
、
つ
ま
り
、
現
場
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

数
字
の
わ
か
る
人
材
が
必
要
に
な

る
が
、
現
状
で
は
こ
う
し
た
人
材

の
確
保
は
容
易
で
は
な
い
」
と
し
、

学
生
の
進
路
と
し
て
有
望
な
選
択

肢
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
観
光
庁
の
小
熊
弘
明

氏
が
、
観
光
庁
が
公
表
し
て
い
る

各
種
統
計
や
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

2
0
3
0
年
訪
日
外
国
人
旅
行

者
目
標
6
0
0
0
万
人
と
い
う

「
観
光
立
国
」
へ
の
展
望
を
概
説
。

「
観
光
産
業
の
G
D
P
比
経
済
効

果
や
就
労
人
口
で
は
、
ま
だ
日
本

は
世
界
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、

今
後
の
成
長
が
期
待
で
き
る
」
と

し
、
観
光
産
業
を
基
盤
と
す
る
交

流
人
口
の
増
大
が
、
日
本
の
人
口

減
対
策
に
も
重
要
と
観
光
・
宿
泊

産
業
へ
の
期
待
を
表
明
し
た
。
観

光
庁
は
、　

宿
泊
産
業
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
生
産
性
向
上
の
た
め
、

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し

て
お
り
、
と
く
に
地
方
圏
の
宿
泊

施
設
は
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。

　
帝
国
ホ
テ
ル
・
花
井
伸
二
氏
と
、

銀
水
荘
・
関
太
郎
氏
は
、
IT
活
用

を
含
め
た
現
場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
ポ
イ
ン
ト
を
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
。

東
京
・
大
阪
・
長
野
上
高
地
の
３

つ
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
、約
2
0
0

0
名
の
従
業
員
が
働
き
、
業
務

用
P
C・タ
ブ
レ
ッ
ト
が
1
5
0
0

台
以
上
、
宿
泊
客
の
W
i
F
i

ア
ク
セ
ス
が
毎
日
6
0
0
0
端

末
を
超
え
る
。花
井
氏
は
、こ
う
し

た
通
信
環
境
の
リ
ス
ク
と
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
悪
質
な
事
例
は
ご
く
わ
ず
か
な

の
で
す
が
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、

当
グ
ル
ー
プ
で
非
常
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ホ
テ
ル
業

だ
け
に
限
っ
た
事
態
で
は
な
く
、

IT
を
活
用
す
る
以
上
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
方
、
IT
活
用
に
よ
り
、
ス

タ
ッ
フ
が
い
か
に
接
客
に
集
中
で

き
る
か
が
重
要
。
た
と
え
ば
、
フ

ロ
ン
ト
の
仕
事
は
、
現
状
で
は
接

客
３
割
、
そ
の
た
め
の
裏
方
の
準

備
が
７
割
位
の
作
業
比
率
で
し
ょ

う
。
こ
の
接
客
時
間
を
増
や
す
こ

と
が
大
切
で
、『
ハ
イ
テ
ク
に
支

え
ら
れ
た
、
ロ
ー
テ
ク
サ
ー
ビ
ス

力
ア
ッ
プ
』
が
、
当
ホ
テ
ル
の
目

標
で
す
」

　
一
方
、伊
豆
半
島
南
部
の
東
浦・

西
浦
に
各
１
施
設
計
約
1
0
0
室

を
運
営
す
る
銀
水
荘
・関
氏
は
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
と
温
泉
旅
館
の

対
応
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
2
0
0
0
年
で
15
名
以
上
の
団

体
が
57
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
8
年
で
は
個
人
客
が
65
％

と
逆
転
し
て
い
ま
す
。
温
泉
旅
館

と
し
て
は
比
較
的
規
模
の
大
き
な

当
館
で
も
、
こ
う
し
た
状
況
で
、

人
口
構
成
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利

便
化
も
あ
り
、
今
後
も
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
は
続
く
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
施
設
側
か
ら
打
ち
出
す
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
や
宣
伝
よ
り
、
ネ

ッ
ト
上
の
口
コ
ミ
な
ど
の
宿
泊
客

の
声
に
対
応
し
、
運
営
改
善
や
設

備
投
資
を
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

旅
館
経
営
を
左
右
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
」

　
従
来
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

顧
客
満
足
度
を
単
純
な
数
値
化
に

よ
り
把
握
す
る
、
定
量
的
な
手
法

が
中
心
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

で
は
、
定
量
的
に
把
握
で
き
る
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
に
加
え
、
O
T
A

や
S
N
S
で
飛
び
交
う
膨
大
な
口

コ
ミ
や
、
自
社
サ
イ
ト
に
寄
せ
ら

れ
る
宿
泊
客
の
感
想
な
ど
の
定
性

的
な
デ
ー
タ
を
AI
で
解
析
し
、
経

営
に
活
用
で
き
る
定
量
デ
ー
タ
化

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

日
本
工
学
院
専
門
学
校
O
B

で
あ
り
、1
0
0
0
施
設
以
上
に

P
M
S
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
提
供

す
る
タ
ッ
プ
の
林
氏
は
、
宿
泊
施

設
の
IT
シ
ス
テ
ム
が
２
分
化
し
て

行
く
と
予
測
す
る
。

「
予
約
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に

至
る
IT
導
入
が
進
み
、
ネ
ッ
ト
予

約
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
レ
ス
ト
ラ

ン
利
用
、
支
払
い
な
ど
、
す
べ
て

が
ス
マ
ホ
で
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
従
来
の
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
で

は
、
主
に
ス
タ
ッ
フ
が
操
作
し
て

き
た
の
に
対
し
、宿
泊
客
側
が『
マ

イ
ホ
テ
ル
・
マ
イ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
』
で
ホ
テ
ル
を
利
用
で
き
る
。

宿
泊
施
設
の
95
％
は
こ
う
し
た
運

営
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
一

方
で
、
５
％
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

施
設
で
は
、『
マ
イ
ホ
テ
ル
・
マ

イ
リ
ク
エ
ス
ト
』
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
、
IT
を
最
大
限
活
用
し
な

が
ら
、
顧
客
一
人
一
人
の
特
別
な

帝
国
ホ
テ
ル

情
報
シ
ス
テ
ム
部
長　

花
井
伸
二
氏

ホ
テ
ル
銀
水
荘 

執
行
役
員

経
営
企
画
室 

室
長　

関
太
郎
氏
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ネ
ッ
ト
上
の
口
コ
ミ
を

AI
で
定
量
化
し
て
活
用
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リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
。
ど
ち
ら

の
業
態
で
も
、
IT
技
術
を
導
入
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
を
『
利
活
用
』
で
き
る

人
材
が
、
と
く
に
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
」

　
多
機
能
な
P
M
S
を
利
用
し
て

い
て
も
、
そ
の
機
能
を
「
す
み
ず

み
ま
で
使
い
切
っ
て
い
る
」
と
い

う
施
設
は
少
数
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
現
状
の
IT
技
術
を
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
に
確
実
に
転
換
す
る
た
め

の
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
で

上
質
な
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
一
皿
を
迅

速
に
提
供
す
る
た
め
、
食
品
メ
ー

カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ホ
テ
ル

ク
オ
リ
テ
ィ
の
冷
凍
カ
レ
ー
開
発
、

厨
房
で
の
自
動
料
理
シ
ス
テ
ム
、

Ai
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
注
文
対
応

か
ら
客
室
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
搬
送
な

ど
を
、
一
貫
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
き
る
人
材
が
宿
泊
産
業
に
求
め

ら
れ
る
と
、
林
氏
は
語
る
。
投
資

効
果
は
別
と
し
て
、
技
術
的
に
は

す
で
に
ど
れ
も
が
実
現
可
能
だ
。

カ
レ
ー
は
あ
く
ま
で
単
純
化
し
た

１
例
だ
が
、
産
学
一
体
と
な
っ
て
、

宿
泊
産
業
の
業
務
を
工
学
的
な
観

点
か
ら
見
直
し
、
生
産
効
率
向
上

と
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・サ
ー
ビ
ス
工
学
」

を
確
立
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
観

光
立
国
に
は
不
可
欠
と
い
う
の
が

林
氏
の
主
張
で
あ
る
。
以
上
の
基

調
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
っ
た
。

　
モ
デ
レ
ー
タ
の
玉
井
氏
に
よ
る
、

「
ホ
テ
ル
・
旅
館
産
業
は
、
IT
を

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
け
て
い
く
か
を
模
索
し
て

い
る
最
中
だ
と
思
う
が
、
現
場
と

し
て
ど
の
よ
う
に
業
務
の
効
率
化

や
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

帝
国
ホ
テ
ル
・
花
井
氏
は
次
の
よ

う
に
答
え
た
。

「
日
常
生
活
の
IT
化
が
進
み
、
そ

の
技
術
が
一
般
化
し
た
時
に
、
ホ

テ
ル
に
も
も
ち
ろ
ん
導
入
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
技

術
的
に
可
能
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
帝

国
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
ロ
ボ
ッ
ト

を
置
く
と
い
う
の
は
ど
う
か
。
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
ま
ず

は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
IT
を
活
用
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
業
務
負
担
の
軽
減
や

作
業
の
効
率
化
を
計
る
の
が
先
決

で
し
ょ
う
。
IT
の
力
で
、
入
社
し

た
て
の
新
人
も
、
あ
る
部
分
で
は

ベ
テ
ラ
ン
並
み
の
サ
ー
ビ
ス
が
と

い
っ
た
分
野
で
は
、
も
ち
ろ
ん
積

極
的
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
銀
水
荘
・
関
氏
が
述
べ
る
の
も

基
本
的
に
は
同
じ
課
題
だ
。

ホテル・旅館、行政、教育研究機関、シス
テムベンダーが集まり、それぞれの立場か
ら宿泊産業の現状を語り合った。

観
光
庁 

観
光
産
業
課 

参
事
官

（
観
光
人
材
政
策
担
当
）　

小
熊
弘
明
氏

株
式
会
社
タ
ッ
プ

代
表
取
締
役
会
長　

林
悦
男
氏

Special course Report

「
旅
館
で
は
と
く
に
、
接
客
で
も

食
事
で
も
、
経
験
に
基
づ
く
職
人

技
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、

今
ま
で
通
り
、
個
人
の
ス
キ
ル
に

依
存
し
て
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
現
実
に
も

直
面
し
て
い
ま
す
。
標
準
化
で
き

る
基
礎
作
業
は
、
IT
に
よ
り
で
き

る
か
ぎ
り
効
率
化
し
、
応
用
部
分

で
個
人
の
持
ち
味
を
活
か
す
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」

　

宿
泊
施
設
、
研
究
教
育
機
関
、

シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
が
、
い
か
に

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
、
情
報
や

知
識
を
共
有
す
る
か
が
カ
ギ
に
な

る
と
、
玉
井
氏
は
指
摘
し
、
ベ
ン

ダ
ー
と
し
て
の
タ
ッ
プ
の
立
場
を

林
氏
に
尋
ね
た
。

「
全
国
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
経
営

者
の
皆
さ
ま
と
お
話
す
る
機
会
が

多
い
の
で
す
が
、
ま
ず
出
て
く
る

話
題
が
、
現
場
の
人
手
不
足
。
次

が
、
IT
情
報
不
足
で
す
。
最
新
の

IT
技
術
を
ウ
オ
ッ
チ
し
、
自
社
に

「
利
活
用
」
で
き
そ
う
な
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

る
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
。

こ
れ
は
構
造
的
な
問
題
で
、
ホ
テ

ル
実
務
に
通
じ
た
ス
タ
ッ
フ
は
IT

に
精
通
し
て
い
な
い
し
、
IT
技
術

者
は
取
引
が
始
ま
っ
て
か
ら
ホ
テ

ル
業
務
の
勉
強
を
始
め
る
。
ホ
テ

ル
運
営
と
IT
の
両
方
を
理
解
す
る

人
材
教
育
が
必
要
だ
と
わ
か
っ
た

の
は
、
こ
こ
10
年
足
ら
ず
で
、
教

育
体
制
の
整
備
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
で
す
」

　
立
教
大
学
観
光
学
部
が
学
科
か

ら
独
立
し
、
日
本
発
の
観
光
学
部

と
な
っ
た
の
が
1
9
9
8
年
。
タ

ッ
プ
が
、
産
学
官
を
結
ぶ
情
報
共

有
拠
点
と
し
て
の
「
ホ
テ
ル
研
究

所
」
を
、
琉
球
大
学
内
に
移
転
し

て
活
動
を
始
め
た
の
は
、
２
年
前

の
2
0
1
7
年
だ
。
観
光
庁
の
小

熊
氏
も
「
IT
技
術
の
普
及
の
た
め

に
は
、
人
材
育
成
が
非
常
に
重
要

に
な
る
。
国
の
基
幹
産
業
と
し
て

観
光
産
業
が
成
長
す
れ
ば
、
地
方

創
生
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

結
び
に
玉
井
氏
が
、
新
時
代
を
担

う
人
材
育
成
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
「STEAM

（
ス
テ
ィ
ー
ム
）」を

紹
介
。
こ
れ
は
、Science

、Tech
nology

、Engineering

、Art

、

M
athem

atics

の
頭
文
字
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。
ま
さ
に

宿
泊
業
界
の
人
材
に
最
も
求
め
ら

れ
て
い
る
諸
要
素
だ
。
こ
う
し
た

人
材
育
成
が
、
D
M
O
施
策
な

ど
に
も
つ
な
が
り
、
新
た
な
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
が
、
日
本
各
地
に

出
現
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
だ

ろ
う
。

宿
泊
産
業
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
工
学
化

人
材
教
育
の「STEAM

」が

宿
泊
産
業
で
も
不
可
欠
に
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